
昨年度までの松本城レーザーマッピングから、 今年度はプロジェクションマッピングへ。
バレンタインデーの 2 月14日まで開催中です。
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①対面での交流
　R5.10.20（金）
②オンラインでの振り返り
　R5.11.28（火）
＊テーマ＊
「市議会議員の仕事について」
「地域の課題について」

①対面での交流
　R5.12.22（金）～ 26（火）
②オンラインでの振り返り
　R6.1.23（火）実施予定
＊フリートーク＊
事前学習の上、意見交換

　議会を身近に感じてもらうための取り組みとして、
高校の授業の時間に議員が参加し、若者の意見を直接
聞くための交流事業を行っています。今年度も、梓川
高等学校と松本工業高等学校の生徒の皆さんと交流を
行いました。活発な意見交換の一部を紹介します。

　生徒の皆さんから出された質問や意見で、市への
要望などは、担当部局へお伝えしています。
　松本市議会では、今後も若者の政治への関心を高
める取り組みを進めていきます。

　1年生 3クラス約104 名と意見交換を行った後、今回初めての試みとして、意見交換で出された内容を
その後の授業において整理し、発表する振り返り交流をオンラインで行いました。

　1年生5クラス約190名と、地域課題や学生生活で普段感じていることなどについて、フリートーク
で意見交換を行いました。

なぜ市議会議員になろうと思ったのか。
目指していることは何か。

生徒の皆さんの声
が市政に反映され
ました！

市民の声を行政に届けるため。地域に
恩返しをしたい。そして、高齢者と若
者が支え合い、安心安全で住みやすい
まちづくりを目指している。

近くに複合的な商業
施設など、若者の居場所がほしい。

オンラインでの振り返り

どんな場所がよいのか具体的に皆さん
で考えて、要望してみるといい。

議員から話してもらった内容を後日、授業で
振り返ることができ、発表できるようしっか

地域の課題として出された要望のいくつかは、
既に関係部署へ現状を伝えてある。来年度に

普段は何をしているのか。
議員の仕事で大変なことは何か。
地域の要望や生活相談を聞くなど、
24 時間働けるように心がけている。
日々制度などについて勉強し、休みは
ほとんどない。さまざまな課題解決の
ために努めている。

部活の帰りなど夜道が暗いの
で、街灯を増やしてほしい。
場所にもよるが、実現できる
よう要望していきたい。

・道の凸凹を直してほしい。
・通学路の歩道が狭くて危ないので、
安全に通行できるよう広げてほしい。
・大きな公園がほしい。
・飲食店を増やしてほしい。

り整理することができたので、理解が深まった。

初めての交流で不安で
したが、議員が親身に

なって話を聞いて解決策を教
えてくれて、とても勉強にな
りました。地域の課題につい
て真剣に考えることができま
した。

事前学習もして、自分の意
見をしっかりと話せる姿が

大変頼もしく感じました。身近なも
のを自分たちで変えるという意識を
高めることの積み重ねは、今後の町
会や自治会、地方自治の在り方を見
直す上で鍵になると感じました。

は改善される予定のものもある。交流事業の中で出
たアドバイスを実践し、また来年成長した姿を見ら
れることを楽しみにしている。

生徒

議員

若者や移住者を増やすためにどんな取り組みをしているか。

本市には移住推進課があり、そこで移住
希望者への情報発信をしている。移住者
への各種補助金制度があり、首都圏への
さまざまな PR 活動を行っている。また、
若者の働く場の環境づくりとして、リ
モートで仕事ができる通信網の整備や、
イベントなどを開催している。

生徒

議員

生徒

議員

生徒

その他の
意見

・イオンモール松本周辺の渋滞を解消してほしい。
・図書館をもっと便利な場所に設置してほしい。
・松本駅周辺にもっと駐輪場を確保してほしい。

その他の
意見

議員生徒

議員

市内の空き家の状況が気になる。
何か対策を講じているか。
「松本市空家等対策計画」を策定し、基
本的取組姿勢や方針を市民に示してい
る。具体的な対応策としては、利活用
関連補助や老朽危険空家に対しての取
り壊す費用の補助、税控除などがある。

生徒

議員

松本の地域資源をどう考えているか。

城下町の文化と豊かな自然とのバラン
スを取りながら発信できるのが魅力。
西の北アルプス、東の美ケ原高原、市
街地の松本城が全国的にも誇れる魅力
だと感じている。

生徒

議員

通学路の道路整備について、道路が平らでは
なく、自転車などで通ると危ない箇所がある。
松本市公式 LINE にある「道路損傷等
の通報」から担当部署へ伝えることが

生徒

議員

議員

生徒

生徒 議員普段話すことのできない
議員と共通の課題につい

て話をすることができました。
具体的な解決方法を教えてもら
えたので、今後そのアドバイス
を実践していきたいと思います。

生徒の皆さんには政治参加
に対してしっかりと事前学

習をしてもらったおかげで、濃厚
な時間を共有できました。この意
見交換を通じ、少しでも政治・議
会に興味を持ってもらうことを期
待します。

生徒 議員

できるので、ぜひ
「友だち登録」し、
活用してみて。

感想 感想
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①対面での交流
　R5.10.20（金）
②オンラインでの振り返り
　R5.11.28（火）
＊テーマ＊
「市議会議員の仕事について」
「地域の課題について」

①対面での交流
　R5.12.22（金）～ 26（火）
②オンラインでの振り返り
　R6.1.23（火）実施予定
＊フリートーク＊
事前学習の上、意見交換

　議会を身近に感じてもらうための取り組みとして、
高校の授業の時間に議員が参加し、若者の意見を直接
聞くための交流事業を行っています。今年度も、梓川
高等学校と松本工業高等学校の生徒の皆さんと交流を
行いました。活発な意見交換の一部を紹介します。

　生徒の皆さんから出された質問や意見で、市への
要望などは、担当部局へお伝えしています。
　松本市議会では、今後も若者の政治への関心を高
める取り組みを進めていきます。

　1年生 3クラス約104 名と意見交換を行った後、今回初めての試みとして、意見交換で出された内容を
その後の授業において整理し、発表する振り返り交流をオンラインで行いました。

　1年生5クラス約190名と、地域課題や学生生活で普段感じていることなどについて、フリートーク
で意見交換を行いました。

なぜ市議会議員になろうと思ったのか。
目指していることは何か。

生徒の皆さんの声
が市政に反映され
ました！

市民の声を行政に届けるため。地域に
恩返しをしたい。そして、高齢者と若
者が支え合い、安心安全で住みやすい
まちづくりを目指している。

近くに複合的な商業
施設など、若者の居場所がほしい。

オンラインでの振り返り

どんな場所がよいのか具体的に皆さん
で考えて、要望してみるといい。

議員から話してもらった内容を後日、授業で
振り返ることができ、発表できるようしっか

地域の課題として出された要望のいくつかは、
既に関係部署へ現状を伝えてある。来年度に

普段は何をしているのか。
議員の仕事で大変なことは何か。
地域の要望や生活相談を聞くなど、
24 時間働けるように心がけている。
日々制度などについて勉強し、休みは
ほとんどない。さまざまな課題解決の
ために努めている。

部活の帰りなど夜道が暗いの
で、街灯を増やしてほしい。
場所にもよるが、実現できる
よう要望していきたい。

・道の凸凹を直してほしい。
・通学路の歩道が狭くて危ないので、
安全に通行できるよう広げてほしい。
・大きな公園がほしい。
・飲食店を増やしてほしい。

り整理することができたので、理解が深まった。

初めての交流で不安で
したが、議員が親身に

なって話を聞いて解決策を教
えてくれて、とても勉強にな
りました。地域の課題につい
て真剣に考えることができま
した。

事前学習もして、自分の意
見をしっかりと話せる姿が

大変頼もしく感じました。身近なも
のを自分たちで変えるという意識を
高めることの積み重ねは、今後の町
会や自治会、地方自治の在り方を見
直す上で鍵になると感じました。

は改善される予定のものもある。交流事業の中で出
たアドバイスを実践し、また来年成長した姿を見ら
れることを楽しみにしている。

生徒

議員

若者や移住者を増やすためにどんな取り組みをしているか。

本市には移住推進課があり、そこで移住
希望者への情報発信をしている。移住者
への各種補助金制度があり、首都圏への
さまざまな PR 活動を行っている。また、
若者の働く場の環境づくりとして、リ
モートで仕事ができる通信網の整備や、
イベントなどを開催している。

生徒

議員

生徒

議員

生徒

その他の
意見

・イオンモール松本周辺の渋滞を解消してほしい。
・図書館をもっと便利な場所に設置してほしい。
・松本駅周辺にもっと駐輪場を確保してほしい。

その他の
意見

議員生徒

議員

市内の空き家の状況が気になる。
何か対策を講じているか。
「松本市空家等対策計画」を策定し、基
本的取組姿勢や方針を市民に示してい
る。具体的な対応策としては、利活用
関連補助や老朽危険空家に対しての取
り壊す費用の補助、税控除などがある。

生徒

議員

松本の地域資源をどう考えているか。

城下町の文化と豊かな自然とのバラン
スを取りながら発信できるのが魅力。
西の北アルプス、東の美ケ原高原、市
街地の松本城が全国的にも誇れる魅力
だと感じている。

生徒

議員

通学路の道路整備について、道路が平らでは
なく、自転車などで通ると危ない箇所がある。
松本市公式 LINE にある「道路損傷等
の通報」から担当部署へ伝えることが

生徒

議員

議員

生徒

生徒 議員普段話すことのできない
議員と共通の課題につい

て話をすることができました。
具体的な解決方法を教えてもら
えたので、今後そのアドバイス
を実践していきたいと思います。

生徒の皆さんには政治参加
に対してしっかりと事前学

習をしてもらったおかげで、濃厚
な時間を共有できました。この意
見交換を通じ、少しでも政治・議
会に興味を持ってもらうことを期
待します。

生徒 議員

できるので、ぜひ
「友だち登録」し、
活用してみて。

感想 感想



まつもと市議会だより
vol.204 4まつもと市議会だより
vol.204 4

松本市の豊かな環境を守り適正な太陽光発電事業を推進 
する条例や令和 5 年度松本市一般会計補正予算などを可決

今定例会では、市長から提出された 41件の議案のほか、3件の請願、
4件の議会案を審議し、それぞれ議決しました。

▶委員会審査の結果は P5、審議結果の一覧は P6、一般質問は P7～ 14をご覧ください。

こんなことが決まりました！

議案第 15 号　令和 5 年度松本市一般会計補正予算（第 7 号）
【価格高騰低所得世帯重点支援事業費追加】
　エネルギー・食料品等の価格高騰による経済的負担を軽減するため、特に家計への影
響が大きい低所得世帯に対し、給付金を支給するもの（地方創生臨時交付金活用事業）
［対象世帯］
①国制度分　22,000 世帯
　基準日において、世帯全員が令和 5年度の住民税「均等割」非課税の世帯
②市独自分　200世帯
　物価高騰の影響を受けて令和 5年 10月から令和 6年 3月までの家計が予期せず急変し、同一の世帯に属する者全員
が令和 5年度の住民税「均等割」非課税世帯と同様の事情にあると認められる世帯（家計急変世帯）

［支給額］　1世帯あたり　70,000 円
　※詳細は、市ホームページをご覧ください。

令和 5年 12月

定例会
12 月 4日～ 21日
（会期 18日間）

陳　情
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ
り提出するものです。議員の紹介は不要です。
また、委員会審査の中で結果を決定します。

日本政府が「日本国憲法の理念」を生かし、
イスラエルの地上侵攻と空爆の即時停止と
平和的解決に全力を尽くすことを求める陳情
日本政府に、「日本国憲法」の精神を生かし、イス
ラエルの地上侵攻と空爆の即時停止と平和的解決に全
力を尽くすことを求める意見書を、国に提出すること
を求めるもの
➡詳細やその他の陳情は、市議会
ホームページでご覧いただけます。

採択 可決 決　議
全会一致で決議しました。

ガザ地区における平和の早期実現を求める決議
松本市議会として、武力衝突の当事者及び国際社会
に対し、①人道的な即時停戦及び人質の即時かつ無条
件解放、②国際人道法を含む国際法の遵守及び国連決
議の尊重、③悲惨で深刻な人道危機を改善するための
人道支援の拡大・強化を求めるもの
➡決議の詳細やその他の議会案（議
員提出議案）は、市議会ホームペー
ジでご覧いただけます。

請　願
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ
り提出するものです。議員の紹介を必要とします。

「さらなる少人数学級推進と教育予算の
増額を求める意見書」採択を求める請願書
どの子にも行きとどいた教育をするために、さらな
る少人数学級推進と教育予算の増額などを求める趣旨
の意見書を国に提出することを求めるもの

➡詳細やその他の請願は、市議会
ホームページでご覧いただけます。

人　事
下記の人事案件について、同意しました。

・固定資産評価審査委員会委員　北
きた
平
ひら
　富

ふ
美
み
雄
お
　氏

松本市選挙管理委員会委員及び同補充員の 
選挙を行いました

4 名の委員と 4名の補充員が決定しました。

➡詳細は、市議会ホームページで
ご覧いただけます。

　　趣旨
 採択
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市長から提出された議案は、それぞれ所管の委員会で審査し、そ
の審査結果を参考に本会議で議決します。今定例会の委員会では、
議案の審査のほかに、請願、陳情を審査しています。また、併せて
委員協議会を開催し、市政の懸案事項について協議し、報告を受け
ています。ここではその一部をお伝えします。

公の施設の指定管理者の指定について 
（奈川社会就労センター）

令和5年度末をもって指定期間が満了となる奈川社
会就労センターについて、令和6年 4月1日から令和
11年 3月31日まで、引き続き社会福祉法人松本市社
会福祉協議会を指定管理者に指定するものです。

こんな質問が出ました

Q 指定管理者の選定にあたり、公募によらず特定
の団体などを指定管理者として選定する、特命

指定をした理由について伺う。

A 当該施設の利用者には福祉的な支援を必要とす
る方が多く、現状の指定管理者の支援員・指導

員による継続的な関わりが求められることから、これま
でと同じ団体を指定管理
者として特命指定した。

議案第 29号 厚生委員会
公の施設の指定管理者の指定について 

（野麦峠スキー場）
令和 6年 8月末をもって指定期間が満了となる野麦

峠スキー場について、同年 9月から 1年間を指定期間
として、引き続き株式会社岳都リゾート開発を指定管
理者に指定するものです。

こんな質問が出ました

Q 野麦峠スキー場の今後の方向性について、「持
続可能な奈川地区推進協議会」で検討している

とのことだが、現在の検討状況は。

A 同スキー場の存廃を含めた今後の方向性について
は、令和5年度中に一定の結論が出るよう、地元

住民、学識経験者、行政関係者で組織する同協議会にお
いて検討が進められてい
る。持続可能な奈川とい
う観点から、野麦峠スキー
場の存廃は、奈川地区の
振興策全般に関わる問題
であるため、市としても
住民自治局を中心に部局
横断的に対応している。

議案第 28号 総務委員会可決

松本市の豊かな環境を守り 
適正な太陽光発電事業を推進する条例

ゼロカーボンを推進するため、自然環境及び生活環
境の保全を図りながら、太陽光発電設備の適正な導入
を促すことを目的に制定するものです。

こんな質問が出ました

Q 太陽光発電設備設置の許可要件に、住民同意を
設けていない代わりに、近隣住民等への説明、

意見聴取、協議といった慎重な手続きを設置事業者に
義務付けているが、それらが適切に行われているかの
判断はどのようにするのか。

A 設置事業者から提出された協議書の内容と、行政
が直接近隣住民等

から聞き取った内容に齟
そ

齬
ご

がないかを確認する。
また、判断に主観が入る
ことがないよう、施行規
則において詳細な基準を
定める。

議案第 1号 建設環境委員会可決公の施設の指定管理者の指定について 
（池上百竹亭）

令和 5年度末をもって指定期間が満了となる池上百
竹亭について、引き続き公益社団法人松本地域シルバー
人材センターを指定管理者に指定するものです。

こんな質問が出ました

Q 現在は文化施設として利用されているが、松本
城周辺の回遊性などを踏まえ、観光面での施設

活用も検討すべきと考えるが、検討状況は。

A 現在、観光面での施
設活用について関係

者から理解が得られるよう
取り組みを進めている。今
後は、松本城、旧開智学校
校舎という2つの国宝に隣
接する施設の立地を生か
し、観光面に資する事業の
実施も検討していく。

議案第 39号 経済文教委員会可決

屋上に設置された太陽光パネル

野麦峠スキー場 奈川社会就労センター

可決　　

委員会審査の
結果から

池
上
百
竹
亭
（
茶
室
）
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詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

　　：総務委員会　　　：厚生委員会　　　：経済文教委員会　　　：建設環境委員会総 厚 経 建

審　議　結　果

まつもと市議会だより
vol.204 6

条例
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 松本市の豊かな環境を守り適正な太陽光発電事業を推進
する条例 建

可決 可決

2 松本市個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 総
3 松本市手数料条例の一部を改正する条例 経
4 松本市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 厚
5 松本市ふれあい山辺館条例の一部を改正する条例 経
6 松本市営美ケ原温泉駐車場条例の一部を改正する条例 経

7 松本市体育施設の設置管理等に関する条例等の一部を改
正する条例 経

8 松本市空家等及び空地の適正管理に関する条例の一部を
改正する条例 建

9 松本市空家等対策協議会条例の一部を改正する条例 建

10
松本市特別職の職員の給与及び費用弁償に関する条例及
び松本市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改
正する条例

総

11 松本市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 総

12 企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改
正する条例 建

13 松本市梓川地場産品直売センター条例を廃止する条例 経

予算
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

14 令和 5年度松本市一般会計補正予算（第 6号） 4常任

可決 可決

15 令和 5年度松本市一般会計補正予算（第 7号） 4常任
16 令和5年度松本市霊園特別会計補正予算（第1号） 建
17 令和5年度松本市国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 厚

18 令和5年度松本市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1
号） 厚

19 令和 5年度松本市介護保険特別会計補正予算（第 1号） 厚

20 令和5年度松本市公設地方卸売市場特別会計補正予算（第
1号） 経

21 令和5年度松本市奈川観光施設事業特別会計補正予算（第
1号） 総

22 令和 5年度松本市松本城特別会計補正予算（第 2号） 経

23 令和 5年度松本市病院事業会計補正予算（第 2号） 厚生・
市立病院建設

道路
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

24 市道の認定について 建 可決 可決25 市道の廃止について 建

その他
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

26 松本広域連合の処理する事務の変更及び松本広域連合規
約の変更について 総

可決 可決27 公の施設の指定管理者の指定について（白骨温泉公共野
天風呂） 総

28 公の施設の指定管理者の指定について（野麦峠スキー場） 総

賛　否　の　分　か　れ　た　議　案　な　ど
� ○：賛成　　　×：反対　　　議：議長（※議長は表決には加わりません。）　　－：不在　　欠：欠席

� 会派名
� 議員名

議案
番号

誠の会 開明 まつも都 松本市議会公明党 政友会 日本共産党
松本市議団 無所属

宇
留
賀
　
響

土
屋
　
眞
一

若
林
　
真
一

今
井
ゆ
う
す
け

犬
飼
　
信
雄

阿
部
　
功
祐

太
田
　
更
三

和
久
井
　
悟

西
澤
　
郁
弥

吉
村
　
幸
代

川
久
保
文
良

上
條
　
　
温

芝
山
　
　
稔

中
山
　
英
子

花
村
　
恵
子

神
津
ゆ
か
り

上
條
　
一
正

横
内
　
裕
治

大
久
保
美
由
紀

内
田
　
麻
美

上
條
美
智
子

近
藤
　
晴
彦

太
田
　
正
德

牛
丸
　
仁
志

村
上
　
幸
雄

中
島
　
昌
子

宗
田
ま
ゆ
美

塩
原
　
孝
子

犬
飼
　
明
美

こ
ば
　
陽
子

菊
地
　
　
徹

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
10 ○ ○ ○ ○ 欠 － ○ × × ○ ○ 議 ○ × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

11、14、16、
17、18、19、
20、22、23

○ ○ ○ ○ 欠 － ○ ○ × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請 3 × × × × × × × ○ ○ ○ × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○
請：請願

29 公の施設の指定管理者の指定について（奈川社会就労セン
ター） 厚

可決 可決

30 公の施設の指定管理者の指定について（芳川児童セン
ター　外 15施設） 厚

31 公の施設の指定管理者の指定について（中山児童セン
ター　外 5施設） 厚

32 公の施設の指定管理者の指定について（沢村児童センター） 厚

33 公の施設の指定管理者の指定について（今井農産物直売
施設） 経

34 公の施設の指定管理者の指定について（美ケ原温泉テニ
スコート　外 1施設） 経

35 公の施設の指定管理者の指定について（浅間温泉会館） 経
36 公の施設の指定管理者の指定について（ふれあい山辺館） 経

37 公の施設の指定管理者の指定について（かりがねサッ
カー場） 経

38 公の施設の指定管理者の指定について（特定公共賃貸住
宅「芳野町団地」　外 21施設） 建

39 公の施設の指定管理者の指定について（池上百竹亭） 経

40 公の施設の指定管理者の指定について（ふれあいパーク
乗鞍） 経

人事
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

41 固定資産評価審査委員会委員の選任について － － 同意

請願
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

請 3 松本市の豊かな環境を守り適正な太陽光発電事業を推進
する条例案の否決を求める請願書 建 不採択 不採択

請 4 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書」採択を求める請願書 経
採択 採択

請 5 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求める請願書 経

陳情
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果回付

委員会
審査
結果

陳 8
日本政府が「日本国憲法の理念」を生かし、イスラエル
の地上侵攻と空爆の即時停止と平和的解決に全力を尽く
すことを求める陳情

総 趣旨
採択 －

陳 9 松本市の豊かな環境を守り適正な太陽光発電事業を推進
する条例案の慎重審議を求める陳情書 建 不採択 －

陳 10 松本市の豊かな環境を守り適正な太陽光発電事業を推進する条例案の否決を求める陳情書 建 不採択 －

議会案
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

議 12 さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書

－ － 可決
議 13 へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すことを求める意見書

議 14 保育士配置基準改善の確実な実施と保育士処遇改善のための公定価格の引き上げを求める意見書
議 15 ガザ地区における平和の早期実現を求める決議
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解説

質問項目

質問項目

ま
つ
も
都

中な
か
山や
ま

　
英え
い
子こ

・
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
・
芸
術
を
活
か
し
た
共
生
の

　
ま
ち
へ

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
た
「
パ
ラ

教
育
」

パ
ラ
教
育
を
普
通
学
級
で
取
り
入
れ
る
こ

と
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

本
市
の
推
進
、
活
用
の
方
向
性
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
長
　
パ
ラ
教
育
は
、
そ
の
理
念
や
目

的
に
触
れ
る
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
な

し
を
含
め
た
多
様
性
と
は
何
か
、
多
様
な

人
々
が
共
に
生
き
る
共
生
社
会
を
実
現
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え
る

も
の
で
あ
り
、
教
育
現
場
で
実
践
し
て
い

く
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
も
の
と
考
え

る
。
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
多
様
性

に
つ
い
て
の
知
識
理
解
を
深
め
る
と
同
時

に
、
人
権
感
覚
を
高
め
る
パ
ラ
教
育
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
子
ど
も
の
権
利
に
関
す

る
条
例
の
理
念
の
実
現
や
、
今
求
め
ら
れ

て
い
る
学
校
像
の
実
現
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
各
校
の

指
導
計
画
に
沿
っ
て
、
パ
ラ
教
育
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

ま
つ
も
都

花は
な
村む
ら

　
恵け
い
子こ

・
検
証
・
松
本
マ
ラ
ソ
ン

・「
理
想
の
市
長
像
」
に
つ
い
て

政
治
へ
の
芽
生
え
と
政
治
記
者
の
経
験
を

通
し
て

市
長
は
記
者
時
代
、「
政
治
の
師
」
と
す

る
野の

中な
か
広ひ
ろ
務む

元
官
房
長
官
か
ら
何
を
学
ん

だ
か
。

市
長
　
野
中
元
官
房
長
官
は
4
年
あ
ま
り

取
材
を
す
る
対
象
で
あ
っ
た
。
政
治
と
は

至
る
所
に
あ
る
対
立
や
矛
盾
を
大
局
か
ら

俯ふ

瞰か
ん
し
、
そ
の
対
立
や
矛
盾
を
で
き
る
だ

け
小
さ
く
す
る
、
こ
れ
が
政
治
の
根
本
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
野
中
氏
は

そ
う
し
た
立
場
か
ら
、
判
断
や
決
定
を
自

ら
の
価
値
観
を
大
切
に
し
て
実
行
し
た

リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。
当
時

の
小
渕
総
理
大
臣
と
野
中
氏
が
コ
ン
ビ
で

取
り
組
ん
だ
こ
と
と
し
て
特
に
記
憶
に

残
っ
て
い
る
の
が
、
外
務
省
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
決
定

し
た
こ
と
。
ま
た
、
当
時
左
右
の
対
立
が

激
し
か
っ
た
国
旗
国
歌
問
題
に
対
し
、
国

旗
国
歌
法
案
を
成
立
さ
せ
、
20
世
紀
の
中

で
一
つ
の
区
切
り
を
付
け
、
日
本
の
国
の
在

り
方
を
指
し
示
し
た
と
評
価
を
し
て
い
る
。

QA

QA

一般質問
ここが聞きたい !!

本会議では、議員が市民の代表として市の政策などに対する質問を行っています。
12月定例会では、21人の議員が一般質問を行い、3日間にわたり活発な議論を展
開しました。
ここでは、一議員につき一項目の質問と答弁の要旨を掲載しています。

各議員の一般質問の
録画映像を松本市議
会ホームページで見
ることができます。
二次元コードからア
クセスしてください。
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

ま
つ
も
都

上か
み

條じ
ょ
う

　
一か
ず
正ま
さ

・
西
部
地
域
の
拠
点
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
（
波
田
駅
周
辺
整
備
事
業
）

・
道
路
整
備
の
背
骨
と
な
る
中
部
縦
貫
自
動
車
道
及
び
国
道
19
号
の
整
備

国
道
19
号
松
本
拡
幅
と
中
部
縦
貫
自
動
車

道
の
建
設
促
進

国
が
行
う
事
業
の
整
備
促
進
が
松
本
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
市
長
の
選
挙
公
約
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果
を
伺
う
。

市
長
　
国
道
19
号
松
本
拡
幅
は
、
事
業
化

か
ら
25
年
が
経
過
し
て
い
る
中
、
用
地
の

取
得
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
渚
1
丁
目
交
差
点

か
ら
白
板
交
差
点
ま
で
の
お
よ
そ
６
０
０

メ
ー
ト
ル
の
4
車
線
化
に
つ
い
て
は
終
わ
り

が
見
え
て
き
た
。中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
、

波
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
中
ノ
湯
間
の
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
、「
計
画
段
階
評
価
」
へ
移
行
す

る
直
前
ま
で
き
て
お
り
、
移
行
す
れ
ば
国

土
交
通
省
が
主
導
権
を
取
っ
て
事
業
化
に

対
し
て
大
き
く
進
展
す
る
。
松
本
か
ら
中

ノ
湯
、
さ
ら
に
は
岐
阜
県
側
へ
と
貫
通
す

る
こ
と
を
市
民
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
と
共

有
し
、
引
き
続
き
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果

的
な
要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

開
明西に

し
澤ざ
わ

　
郁ふ
み
弥や

・
私
塾
へ
の
助
成
に
つ
い
て

・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て

北
朝
鮮
の
弾※

１

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の
避
難

行
動
の
周
知
方
法

本
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
見
て
も
、
防
災

メ
ニ
ュ
ー
し
か
な
い
の
で
、
弾
道
ミ
サ
イ

ル
等
の
関
連
し
た
情
報
を
載
せ
た
ほ
う
が

よ
い
と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

危
機
管
理
部
長
　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
防

災
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
避

難
所
、
防
災
リ
ン
ク
集
等
、
災
害
時
に
必

要
と
な
る
情
報
へ
素
早
く
た
ど
り
着
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が

発
射
さ
れ
た
際
に
取
る
べ
き
行
動
等
、
国

民
保
護
に
関
す
る
情
報
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
防
災

メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る
こ
と
は
、
市
民
へ
の

周
知
と
し
て
、
大
変
有
効
な
手
段
だ
と
考

え
る
の
で
、
掲
載
す
る
方
向
で
進
め
て
い

き
た
い
。

開
明芝し

ば
山や
ま

　
稔
み
の
る

・
行
政
改
革

・
松
本
パ
ル
コ
閉
店
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

松
本
パ
ル
コ
閉
店
に
伴
う
市
の
提
案
内
容

市
の
方
針
と
し
て
、
５
，０
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
を
利
用
す
る
選
択
肢
し
か
な
い
の

か
。
相
当
な
財
政
負
担
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

総
合
戦
略
室
長
　
㈱
パ
ル
コ
か
ら
示
さ
れ

た
の
が
、
５
，０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度

を
利
用
、
賃
貸
借
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
条
件
で
あ
り
、
こ
れ
が
協
議
の
ス
タ
ー

ト
と
考
え
る
。
市
民
か
ら
は
商
業
施
設
の

存
続
や
新
た
な
賑
わ
い
を
望
む
声
が
多
く
、

松
本
商
工
会
議
所
お
よ
び
松
本
商
店
街
連

盟
か
ら
も
、
後
利
用
に
向
け
て
市
が
積
極

的
に
関
与
し
、
閉
店
後
速
や
か
に
施
設
が

再
開
さ
れ
る
よ
う
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

相
当
な
財
政
負
担
は
想
定
さ
れ
る
が
、
市

民
の
要
望
に
応
え
、
行
政
が
ま
ち
な
か
図

書
館
を
は
じ
め
魅
力
的
な
複
合
施
設
の
設

置
を
す
る
こ
と
は
、
中
心
市
街
地
の
再
設

計
、
再
活
性
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要

な
取
り
組
み
と
考
え
る
。
賃
料
を
含
め
、

具
体
的
な
内
容
が
提
示
さ
れ
た
ら
、
今
後

の
進
め
方
等
を
改
め
て
議
会
に
協
議
す
る
。

QA

QA

QA

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
防
災
メ
ニ
ュ
ー
画
面



まつもと市議会だより 
vol.2049 ※ 2　遺伝性乳がん卵巣がん症候群（HBOC）　BRCA1もしくは BRCA2という遺伝子に生まれつき病的な変化があること

で乳がんおよび卵巣がんをはじめとするがんになりやすい可能性がある
※ 3　ファンランの部　松本の風景を楽しみながらのんびりと走る、今大会から新設された 10キロメートルの種目

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

開
明吉よ

し
村む
ら

　
幸さ
ち
代よ

・
松
本
市
の
農
業
政
策

・
旧
中
信
松
本
病
院
の
跡
利
用

・
遺
伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
（
Ｈ
Ｂ
Ｏ
Ｃ
）

遺※
２

伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
（
Ｈ
Ｂ

Ｏ
Ｃ
）

女
性
と
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
市
長
に
、
検
診
の
助
成
制
度
に
対

す
る
思
い
を
伺
う
。

市
長
　
本
市
は
他
市
に
先
駆
け
、
が
ん
検

診
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
遺
伝
性

乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群
の
方
に
対
し
、

現
在
実
施
し
て
い
る
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、

当
面
、
2
年
に
1
回
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

査
を
毎
年
受
診
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

そ
の
上
で
、
定
期
的
な
検
査
（
医
師
の
判

断
に
よ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
）
の
助
成
に
つ
い
て

も
前
向
き
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。
女
性

と
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し

て
結
婚
や
子
育
て
の
希
望
が
叶
え
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
の
支
援
に
よ
り
積
極
的
に
努
め
る

と
と
も
に
、
包
括
的
な
女
性
の
健
康
支
援

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

開
明川か

わ
久く

保ぼ

　
文ふ
み
良よ
し

・
道
路
行
政
に
つ
い
て

・
市
が
業
務
委
託
等
を
行
な
っ
て
い
る
団
体
等
に
つ
い
て

・
職
員
の
再
就
職
に
つ
い
て

（
仮
称
）
新
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
予
定

地
周
辺
の
土
地
利
用

中
部
縦
貫
自
動
車
道
松
本
波
田
道
路
の

（
仮
称
）
新
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

土
地
利
用
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

建
設
部
長
　（
仮
称
）
新
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
は
、
広
域
交
通
の
結
節
点
と
な

る
特
性
か
ら
、
産
業
集
積
拠
点
と
し
て
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
、
農
地
以
外
の
開

発
の
可
能
性
が
高
い
土
地
と
捉
え
て
い

る
。
土
地
利
用
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

松
本
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
示

し
て
い
る
と
お
り
、
農
地
の
良
好
な
営
農

環
境
と
調
和
し
た
適
正
な
土
地
利
用
を
踏

ま
え
つ
つ
、
都
市
活
力
の
創
出
、
地
域
の

活
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
観
点
か
ら

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な

土
地
利
用
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
現
状

の
土
地
利
用
、
上
下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
状
況
の
整
理
、
農
政
部
局
と
の
調

整
・
協
議
を
行
い
、
地
権
者
を
は
じ
め
と

す
る
地
元
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
早
期
に
検
討
を
進
め
る
。

誠
の
会

今い
ま
井い

　
ゆ
う
す
け

・
ス
ポ
ー
ツ
行
政

松
本
マ
ラ
ソ
ン

市
民
か
ら
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
っ
た

声
が
あ
る
。
市
内
の
参
加
者
を
増
加
さ
せ

る
た
め
、
フ※

３

ァ
ン
ラ
ン
の
部
の
拡
充
、
誰

も
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
新
た
な
種
目
の

創
設
、
市
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
割
引
や

優
先
エ
ン
ト
リ
ー
を
提
案
す
る
。
ま
た
、

ラ
ン
ナ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
記
事
や
動
画
で
紹
介
す
る
こ
と

で
、
大
会
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
本
部
長
　
フ
ァ
ン
ラ
ン
の
部
の

拡
充
、
新
た
な
種
目
の
創
設
は
、
参
加
者
を

増
や
す
効
果
的
な
取
り
組
み
と
考
え
る
た

め
、検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、ラ
ン
ナ
ー

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
声
を
記
事
や
動

画
で
発
信
す
る
こ

と
は
、
よ
り一層
大

会
を
知
っ
て
も
ら

え
る
手
段
で
あ
る

た
め
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

QA

QA

QA

松本マラソンがより参加しやすい大会
となるように



まつもと市議会だより
vol.204 10

※ 4　財政出動　景気の安定、底上げを図る経済政策の一つ。税金や国債等の財政資金を公共事業等に投資することによっ
て、公的需要・総需要を増加させ、国内総生産や民間消費等の増加促進を図る
※ 5　学びの多様化学校　いわゆる不登校特例校。不登校児童生徒を対象とする特例の教育課程を編成して教育を実施する
学校

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

誠
の
会

宇う

留る

賀が

　
響
ひ
び
き

・
地
域
資
源
を
活
か
し
た
教
育
に
つ
い
て

・
松
本
市
の
名
物
の
発
信
に
つ
い
て

四
賀
地
区
の
化
石
採
集
地
の
環
境
整
備

四
賀
地
区
に
お
い
て
、
新
た
な
化
石
採
集

の
体
験
学
習
の
場
を
整
備
し
て
は
ど
う

か
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
次
長
　
四
賀
化
石
館
で
の
講
座
は
、

山
間
地
で
海
の
化
石
が
採
れ
、
地
層
を
間

近
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
大
地
の
歴
史
を

体
感
で
き
る
機
会
で
あ
る
。
中
で
も
化
石

採
集
は
子
ど
も
た
ち
の
貴
重
な
教
材
と
し

て
、
ま
た
四
賀
地
区
の
魅
力
の
一
つ
と
し
て

継
続
し
て
い
き
た
い
大
切
な
講
座
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
、

化
石
は
地
質
や
古
生
物
分
野
に
お
け
る
研

究
の
対
象
で
も
あ
り
、
採
集
で
き
る
場
所

も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
国
民
共
有
の
資

源
で
あ
る
。
新
た
な
採
集
場
所
に
つ
い
て

は
、
専
門
家

の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、

地
区
内
の
状

況
を
見
て
検

討
し
て
い
く
。

誠
の
会

若わ
か

林ば
や
し

　
真し
ん
一い
ち

・
松
本
の
経
済
に
つ
い
て

・
感
染
症
に
つ
い
て

商
都
松
本

政
府
か
ら
財※

４

政
出
動
が
あ
っ
た
と
仮
定
し

て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
商
都
松
本
を
思

い
描
き
、
そ
の
思
い
描
い
た
商
都
松
本
を

構
築
す
る
に
は
、
ど
の
政
策
を
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
の
か
伺
う
。

市
長
　
仮
に
政
府
が
大
規
模
な
財
政
出
動

を
続
け
、
本
市
の
歳
入
が
大
幅
に
増
加
し

た
と
す
る
と
、
総
合
計
画
に
掲
げ
て
い
る

政
策
や
国
に
要
望
し
て
い
る
公
共
事
業
を

前
倒
し
で
実
現
で
き
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
格
段
に
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業

で
売
上
や
収
益
が
向
上
し
、
所
得
の
持
続

的
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
中
心
市
街
地

の
再
活
性
、
松
本
駅
前
の
再
開
発
、
松
本

城
三
の
丸
の
再
整
備
を
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

て
実
行
し
、
類
ま
れ
な
自
然
環
境
の
も
と

に
、
伝
統
と
革
新
が
融
合
す
る
全
国
屈
指

の
商
都
を
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

誠
の
会

阿あ

部べ

　
功こ
う
祐す
け

・
松
本
城
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

不
登
校
対
策

本
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
約
70
％
が
ど

の
教
育
施
設
に
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
状

況
。
総
合
的
な
支
援
を
義
務
教
育
段
階
の

う
ち
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
と
考
え

る
が
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
硬
直
的
な
学
校
の
あ
り
よ
う
に
、

息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
る
子
ど
も
が
い
る

よ
う
に
感
じ
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
か

ら
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

学※
５

び
の
多
様
化
学
校
を
視
察
し
、
学
び
の

ハ
ー
ド
ル
の
基
準
を
少
し
だ
け
下
げ
る
こ

と
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
増
え
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
子
ど
も
に
合
っ
た
支
援
を

徹
底
し
て
行
う
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
る

こ
と
を
聞
い
た
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
取
り
組
み
で
学

校
自
体
の
学
び
を
柔
ら
か
く
し
て
い
く
こ

と
と
併
せ
、
来
年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定

の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
セ
ン
タ
ー
等
に
よ

り
、
教
育
と
福
祉
、
医
療
と
の
連
携
を
密

に
し
、
包
括
的
に
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

QA

QA

QA

四
賀
地
区
で
の
化
石
採
集
の
様
子



まつもと市議会だより 
vol.20411 ※ 6　自衛隊への名簿提供　自衛官募集事務は、自衛隊法第 97条において市町村の法定受託事務と定められているため、

本市では、同法施行令第 120条に基づく防衛大臣からの資料提供依頼に応じて必要な住民基本情報を提供している
用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

宗そ
う
田だ

　
ま
ゆ
美み

・
松
本
市
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

・
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い
て

・
年
越
し
が
で
き
る
物
価
対
策
に
つ
い
て

年
越
し
な
ん
で
も
相
談
会

今
年
の
年
末
は
、
市
主
体
で
物
資
支
援
、

生
活
相
談
窓
口
の
開
設
を
求
め
る
。
そ
の

意
向
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
年
末
年
始
を
控
え
、
安

心
し
て
年
越
し
が
で
き
る
よ
う
年
末
年
始

休
業
前
の
早
期
の
生
活
相
談
を
案
内
す
る

と
と
も
に
、
12
月
30
日
に
庁
舎
内
窓
口
を

設
置
す
る
。
今
年
度
は
「
福
祉
と
健
康
の

臨
時
相
談
窓
口
」
と
し
て
、
生
活
保
護
だ

け
で
は
な
く
、
健
康
福
祉
部
内
に
拡
充

し
、
生
活
保
護
、
障
が
い
者
福
祉
、
高
齢

者
福
祉
、
健
康
に
関
す
る
相
談
を
行
う
。

物
資
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
活
相
談
に

お
い
て
窮
迫
状
態
を
確
認
し
た
上
で
、
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

塩し
お
原は
ら

　
孝た
か
子こ

・
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
松
本
市
と
は

不
登
校
児
童
増
加
へ
の
対
応

学
校
外
で
学
ぶ
子
の
育
ち
を
支
え
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
実
態
と

ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
本
市
も
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
元
不
登
校
児
へ
の

同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
ら
ど
う

か
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
監
　
当
事
者
で
あ
る
不
登
校
の
子
ど

も
た
ち
の
本
当
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
受

け
止
め
て
い
く
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
だ

と
考
え
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
過

去
に
不
登
校
を
経
験
し
た
大
人
も
含
ま
れ

て
い
る
が
、
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
の
潜
在

的
な
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
不
登
校

支
援
を
検
討
し
て
い
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
不
登
校
支
援
に
向
け
た
意
向
調
査

の
中
で
、
全
児
童
生
徒
の
心
の
声
、
本
当

の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
く
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

犬い
ぬ
飼か
い

　
明あ
け
美み

・
経
済
再
生
の
方
向
性

・
農
業
の
発
展
の
た
め
の
独
自
策

・
居
住
へ
の
支
援
　
な
ど

自※
６

衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
除
外
申
請
募
集
の

方
法

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
に
関
し
、
除
外
申

請
の
や
り
方
、
期
間
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

危
機
管
理
部
長
　
除
外
申
請
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
令
和
6
年
度
に
対
象
と

な
る
方
が
、
電
子
申
請
、
郵
送
お
よ
び
窓

口
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
請
で
き
る
よ

う
に
、
要
綱
制
定
等
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
除
外
申
請
の
受
付
期
間
に
つ

い
て
は
、
令
和
6
年
の
2
月
中
旬
か
ら
4

月
中
旬
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

QA

QA

QA

お困りの際は早期にご相談を

除外申請に向けて
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※7　チャレンジ雇用　知的障がい者等を、1年以内の期間を単位として、各府省や各自治体において、非常勤職員として雇用し、
1年から3年の業務経験を踏まえ、ハローワーク等を通じて一般企業等への就職につなげる制度　※8　松本市道路除雪事業計画　
冬期間における市道の除雪作業を、行政・市民・除雪業者が連携して、迅速かつ適切に実施することを目的に定めた計画　※9　
1次路線　⑴2車線以上の幹線道路　⑵バス路線（コミュニティバス路線を含む。）　※10　2次路線　⑴2車線未満の幹線道路　
⑵その他指定道路　※11　3次路線　⑴地域内で主要な生活道路　⑵幅員が3メートル以上で、機械除雪が可能な道路

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

松
本
市
議
会
公
明
党

大お
お
久く

保ぼ

　
美み

由ゆ

紀き

・
企
業
版
を
除
く
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

・
移
住
推
進
課
業
務
に
つ
い
て

担
当
業
務
の
妥
当
性

ふ
る
さ
と
納
税
、
結
婚
新
生
活
支
援
、
奨

学
金
返
還
支
援
、
空
き
家
バ
ン
ク
、
結
婚

相
談
、
い
ず
れ
も
大
切
な
業
務
で
あ
り
、

大
変
手
間
が
か
か
る
。
こ
れ
を
全
て
移
住

推
進
課
が
所
管
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
行

政
改
革
が
必
要
だ
と
感
じ
る
が
、
見
解
は
。

総
務
部
長
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
、

空
き
家
対
策
、
結
婚
相
談
業
務
等
は
、
移

住
へ
の
き
っ
か
け
、
移
住
に
関
連
す
る
業
務

と
い
う
位
置
付
け
で
、
本
市
で
は
移
住
推

進
課
が
所
管
し
て
い
る
。
し
か
し
、
観
光
や

移
住
に
と
ど
ま
ら
な
い
ふ
る
さ
と
納
税
を

含
め
た
、
松
本
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
力
強
化

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

来
年
度
、
分
か
り

や
す
さ
の
観
点
も

加
え
、
関
連
す
る

部
署
も
含
め
た
見

直
し
の
検
討
が
必

要
と
考
え
る
。

松
本
市
議
会
公
明
党

内う
ち
田だ

　
麻あ
さ
美み

・
障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て

・
手
話
通
訳
者
の
労
働
と
健
康
に
つ
い
て

障
が
い
者
の
チ※

７

ャ
レ
ン
ジ
雇
用

チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
制
度
を
本
市
で
も
取
り

組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
、
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
本
市
で
は
会
計
年
度
任
用
職

員
の
採
用
に
障
が
い
者
枠
を
設
け
、
面
接

で
能
力
や
就
労
意
向
を
確
認
し
、
各
職
場

と
、
業
務
内
容
や
勤
務
時
間
を
調
整
し
な

が
ら
、
雇
用
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇

用
制
度
と
は
し
て
い
な
い
が
、
同
様
の
取

り
組
み
を
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
今

後
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
の
目
的
で
あ

る
、
働
い
た
経
験
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ

な
が
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
社
会
の
中

で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
障

が
い
者
の
方
の
希

望
を
踏
ま
え
た
雇

用
制
度
に
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い

く
。

松
本
市
議
会
公
明
党

上か
み

條じ
ょ
う

　
美み

智ち

子こ

・
道
路
行
政
に
つ
い
て

・
市
税
に
つ
い
て

松※
８

本
市
道
路
除
雪
事
業
計
画

除
雪
作
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
、
建
設
作
業
者
数
の
減
少

等
、
年
々
厳
し
く
な
る
と
感
じ
て
い
る
。

町
会
と
の
連
携
や
、
将
来
的
な
除
雪
体
制

の
維
持
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

建
設
部
長
　
市
が
決
定
し
た
1※
９

次
、
2 ※1
※

次
路
線
に
つ
い
て
、
各
業
者
が
所
有
し
て

い
る
重
機
の
台
数
や
機
動
力
等
の
調
査
結

果
を
基
に
、
全
て
の
業
者
と
調
整
を
行

い
、
除
雪
路
線
の
割
り
当
て
を
行
っ
て
い

る
。
大
雪
時
の
3 ※※
※

次
路
線
に
お
け
る
町

会
と
の
連
携
は
、
地
区
内
の
1
次
、
2
次

路
線
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
内
の
主
要

な
生
活
道
路
を
中
心
に
、
町
会
要
望
に
よ

り
3
次
路
線
を
決
定
し
て
い
る
。
除
雪
路

線
以
外
の
生
活
道
路
も
町
会
に
除
雪
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
は
、
除
雪

業
者
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
除
雪

路
線
等
の
見
直
し
を
行
い
、
極
力
現
状
の

除
雪
体
制
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

QA

QA

QA

働いた経験が次のステップにつながる
ように

移住促進に向けて
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※ 12　過疎債（過疎対策事業債）　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法により過疎地域とされた市町村が、過
疎地域持続的発展計画に基づいて行う事業の財源として特別に認められた地方債　※ 13　健康増進総合計画　健康増進、母
子保健、食育推進、自殺対策、健康危機管理の施策を総合的かつ効果的に展開するため、「第 3期松本市健康づくり計画」、
「第 4期松本市食育推進計画」、「第 3期松本市自殺予防対策推進計画」、「災害時対策指針」および「感染症対策指針」を一
体的に取りまとめ策定　※ 14　ジェンダーギャップ　男女の性差により生じるさまざまな格差

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

政
友
会

中な
か
島じ
ま

　
昌ま
さ
子こ

・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
公
開
競
技
に
つ
い
て

・
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
窓
口
業
務
に
つ
い
て

・
松
本
パ
ル
コ
の
閉
店
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
練
習
環
境
の
整
備

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
公
開
競
技
で
あ
る

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
人
工
芝
の
コ
ー
ト
が

主
流
だ
が
、
本
市
で
は
人
工
芝
、
天
然
芝

の
コ
ー
ト
が
少
な
く
、
人
工
芝
生
化
を
望

む
声
が
多
い
。
令
和
8
年
度
が
期
限
の
過※1

※

疎
債
を
財
源
と
し
て
見
込
め
る
四
賀
屋
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
人
工
芝
生
化
し
て
、

練
習
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
競
技
力
の

向
上
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
本
部
長
　
四
賀
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
の
人
工
芝
生
化
は
、
競
技
力
の

向
上
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
大
切

な
視
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市

と
し
て
は
、
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

公
開
競
技
の
開
催

内
定
等
の
状
況
を

踏
ま
え
て
、
人
工

芝
生
化
等
の
環
境

整
備
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

政
友
会

牛う
し
丸ま
る

　
仁ひ
と
志し

・
火
山
防
災
に
つ
い
て

・
農
業
行
政
に
つ
い
て

・
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
　
な
ど

保
健
所
を
主
体
と
し
た
健
康
増
進
施
策
の

取
組
み

昨
年
度
、
健※1

※

康
増
進
総
合
計
画
が
策
定
さ

れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
入
り
込
み
、
保
健
所

が
主
体
と
な
っ
た
取
組
み
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
健
康
増
進
施
策
の
推

進
の
中
で
、
保
健
所
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
が

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
く
の
か
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

保
健
所
長
　
今
後
の
健
康
増
進
施
策
を
推

進
す
る
に
あ
た
り
、
保
健
所
が
公
衆
衛
生

的
な
知
見
や
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
よ
る

次
の
4
つ
の
視
点
で
強
み
を
生
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。
①
科
学
的
知
見
に
基

づ
い
た
公
衆
衛
生
施
策
の
展
開
。
②
健
康

づ
く
り
の
推
進
を
、
地
区
担
当
保
健
師
に

よ
る
地
区
活
動
に
お
い
て
、
市
民
に
よ
り

身
近
な
所
で
活
動
を
実
践
。
③
医
療
法
を

所
管
す
る
保
健
所
と
し
て
医
療
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
施
策
の
展
開
。
④
感
染
症
や

災
害
時
保
健
医
療
等
の
健
康
危
機
管
理
を

加
え
る
こ
と
で
、
健
康
を
守
る
視
点
を
加

え
た
施
策
の
展
開

無
所
属

こ
ば
　
陽よ
う
子こ

・「
帰
り
た
く
な
る
松
本
」
づ
く
り
の
た
め
に

ジ※1
※

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

Ｕ
タ
ー
ン
や
移
住
を
考
え
る
際
の
阻
害
要

因
と
し
て
、
地
方
都
市
に
残
る
男
性
優
位

の
社
会
や
慣
習
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
た
め
に
、

企
業
や
人
々
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ

り
、
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
企
業
や
学
校

と
の
協
力
に
よ
り
意
識
改
革
を
加
速
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

住
民
自
治
局
長
　
本
市
は
性
差
に
と
ら
わ

れ
ず
、
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
一
人
ひ
と

り
の
意
識
改
革
の
た
め
、
女
性
セ
ン
タ
ー

パ
レ
ア
松
本
を
拠
点
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
に
つ
い
て
、
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
。
令
和
6
年
度
は
、
企
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
大
学
の
専
門
知
識
を
活
用
し
、

幅
広
い
世
代
向
け
の
意
識
啓
発
に
加
え
、

自
己
肯
定
感
や
能
力
を
向
上
さ
せ
る
講
座

等
を
充
実
さ
せ
、
年
代
や
性
差
に
と
ら
わ

れ
な
い
利
用
者
拡
大
に
向
け
て
、
安
定
的

に
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA

QA

QA

四賀屋内ゲートボール場
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解説

質問項目

無
所
属

菊き
く
地ち

　
徹
と
お
る

・
住
民
自
治
と
地
域
づ
く
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

次
代
の
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

令
和
元
年
度
か
ら
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
権
限
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ

の
本
質
的
な
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

次
の
時
代
の
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
あ

り
方
に
つ
い
て
市
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

市
長
　
本
市
は
広
大
な
市
域
を
有
し
、
画

一
的
・
均
一
的
な
対
応
で
は
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
る
こ
と
は
難
し
い
状

況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る

に
は
、
住
民
と
と
も
に
事
業
や
政
策
を
提

案
で
き
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
、
地
元

で
、
現
場
で
働
く
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
職
員
を
増
員
す
る
と
同
時
に
、
セ
ン

タ
ー
の
裁
量
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
市
民
に
身
近
な
所
で
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
る
仕
事
こ
そ
、
デ
ジ

タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
化
が
進
ん
だ
先
の
市
役
所

で
中
核
的
な
業
務
と
な
っ
て
い
く
と
考
え

る
。
今
後
は
、
財
政
的
な
裏
付
け
と
合
わ

せ
て
、
人
員
体
制
を
見
直
し
、
市
民
に
身

近
で
、
地
元
第
一
に
働
く
職
員
を
さ
ら
に

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

QA

●日程は変更となる場合があります。

詳細は議会事務局 （34-3210） へお問い合わせ

ください。

●本会議はライブ中継、 録画配信を行っています。

市議会ホームページでご覧ください。

ライブ中継 録画配信

ご自宅から本会議
が視聴できます！
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18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 3/1 2

3 4 5 6 7 8 9

正午　発言通告締切
17：15 請願・陳情
 提出期限

本会議（開会）
10：00 ～

本会議（閉会）
13：30 ～

当初予算説明会
10：00～

当初予算説明会
13：00～

委員会審査

議案調査

本会議（一般質問）10：00 ～ 委員会審査

土金木水火月日
令和 6年 2月定例会の予定

総務・建設環境
10：00～

委員会審査
厚生・経済文教

10：00～

詳細は、市議会ホームページで
ご覧いただけます。

11月6日（月）

臨時会
第3回

令和5年度松本市一般会計補正予算案など、市長
から提出された2件の議案と、9月定例会で継続審査
となった令和4年度決算関係議案3件を可決・認定し
ました。

議案と議決結果 各議員の賛否

決算

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

11 令和 4年度松本市下水道事業会計未処分利益剰
余金の処分について 決算

特別

可決 可決

12 令和 4年度松本市歳入歳出決算の認定について
認定 認定13 令和 4年度松本市公営企業会計決算の認定につ

いて

予算

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 令和 5年度松本市一般会計補正予算（第 5号） 経 可決 可決

契約

議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

2 工事請負契約の締結について（松本市総合体育
館非構造部材耐震化及び内装改修電気設備工事） 総 可決 可決

◆審議結果

　　：総務委員会　　　：経済文教委員会総 経
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姫路市議会との親善交歓会� R5.11.7（火）～8（水）

令和元年以来 4年ぶりに姫路市議会の皆さんをお迎えし、10月にオー
プンした「新松本市立博物館について」をテーマとして意見交換会を
行いました。
また、国宝松本城、松本市美術館、松本市立博物館の視察も実施しま
した。

中信四市議会議員研修会� R5.10.27（金）

 演 題  行政 DX と地域 DX によるこれからの 
　　　住民サービス
今年度は塩尻市で開
催され、研修と視察
を行いました。

松本市 PTA連合会との意見交換会�
� R5.11.29（水）〈交流部会〉

「子どもたちにとって魅力ある松本市になるため
の課題」をテーマに、意見交換を行いました。
PTA活動を取り巻く状況の変化や、部活動の地域
移行の諸課題について意見を交わし、大変有意義
な機会となりました。

後期議員研修会� R5.11.14（火）〈政策部会〉

 演 題  移住と仕事
 講 師  合同会社 ReConnect 代表社員　瀬

せ
畑
はた

一
かず

茂
しげ

 氏
ご自身も松本市に移
住された経験を踏ま
え、移住支援事業を
通じて見えてきた松
本の魅力等について
お話を伺いました。

「地域DXセンター core 塩尻」を視察

10 月から 12月までの議会活動から
ピックアップしてお伝えします。活動レポート活動レポート

時代に合った形の
PTA を考えていく
必要がある

子どもたちのため
に三ガク都をもっ
と生かしたい

部活動の地域移行
による地域の指導
者不足を解消して
ほしい

松本市 PTA連合会の皆さん
ありがとうございました

こどもだより第７号！
市内の小学校 5 年生～中学校
3年生に学校を通じて配布して
います。
市議会ホームページや配信アプ
リにも公開していますので、ぜひ
ご覧ください！

ホームページで
ご覧いただけます→

まつもと市議会 今号のテーマは
教育支援センターって
どんなところ？
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松本の街を映画で活性化したい
～映画は 3 回人を動かす魅力的なコンテンツ～

キラリキラリ
輝輝くく市民市民にに
インタビュー！インタビュー！

　年
が
明
け
、
早
く
も
一
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

｢

国
宝
松
本
城
天
守
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ｣

の
開
催
期
間
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
が
、
街
中
も
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
、
本
年
も
多
く
の
観

光
客
を
お
迎
え
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　来
月
に
は
、
松
本
市
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
松
本
市
の
方
向
性
が
ど
う
な
る

か
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
が
関
心
を

寄
せ
、投
票
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
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また、サッカー関連の映画やドキュ
メンタリーを上映する「マツモトフッ
トボール映画祭」も現在行っていま
す。こちらは、松本山雅の新体制発表
会に併せて行っています。

たくさんのことを手掛けてきた中
で、印象的な出来事は？

山崎貴監督との出会いです。「商店街
映画祭」を始めた時に、特別審査員と
して参加いただき、以来 15 年間お付き
合いさせていただいています。気さく
で、サービス精神に溢

あふ
れており、その

お人柄にも魅了されています。2023
年、松本市美術館で「映画監督 山崎貴
の世界」が開催されましたが、そのきっ
かけは 2018 年に主催した「白組・山
崎貴監督 GALLERY」でした。「映画監
督 山崎貴の世界」の企画には、さまざ
まな形で協力させていただき、55,000
人の入場者に足を運んでいただけたこ

松本市出身。東京で友人と店舗設計・
施工・内装・デザインの会社を興すも

「（東京は）一生暮らす場所ではない」と
感じ、1998 年に U ターン。SWEET の
渡邊匡太社長（当時・副社長）との出
会いをきっかけに「松本を映画祭で盛
り上げよう」と活動を開始。

2008 年松本映画祭プロジェクトの
初主催となる商店街を舞台にした「商
店街映画祭」を企画する。

松本の街の活性化ツールとして
「映画」に着目した理由は？

渡邊社長が映画好きだったことも一
つですが、松本には、上田や茅野のよ
うな「映画祭」がありませんでした。

また、映画は「撮影時、クルー達が
訪れ」「上映時、劇場に足を運ぶ」「ロ
ケ地巡り、聖地巡礼で訪れる」と、人
を 3 回動かす力があります。ここか
ら、10 年間、中心市街地で上映会を
行ってきました。

現在は「商店街映画祭」は終了し
ているのですね。

はい。今は「子どもたちの映画祭」
という、子どもに向けた映画のイベン
トを続けて 14 年になります。

他にも 2011 年からは「地球のス
テージ」という、桑山紀彦医師が、世
界の紛争・災害地域を巡り、現地での
人々の様子を映像と、オリジナルの音
楽で伝えるライブステージを 11 年間
開催しました。

とは、映画祭プロジェクトの集大成で
もあったように感じます。

今後の展望を教えてください。

今行っている「子どもたちの映画
祭」ですね。これは、通常の映画館で
2 時間近く、集中して観ることが難し
い 3 歳から小学校低学年が対象の映
画祭です。上映する映画は国内外の短
編ムービーで、20 分ほどです。それ
で、集中が切れた頃に、歌やダンス、
サーカスなどの舞台を挟みます。いず
れも、本物のエンタメです。地方都市
であっても、子どもたちに本物の芸
術・エンタメに触れるきっかけになれ
ばと思っています。この「子どもたち
の映画祭」を今後どのように発展させ
ていくかが、今の課題です。

松本の街に望むことがあったら教
えてください。

U ターンで戻ってきて、改めて「自
然・文化・高い民度」の素晴らしい街
だと感じました。

また、民間主導で自発的に行われて
いるイベントが多いのも魅力です。こ
の良さを「どう若い世代に伝えていく
か」、「人口を増やしていくか」が大事
だと思います。そのためにも「PARCO
跡地の活用法」は一つの肝になると思
います。若い人が、ワクワク、ドキド
キできるような施設に、民と官が一緒
になって作り上げていくことが大切だ
と思います。

一般社団法人 
松本映画祭プロジェクト

代表理事 河
か さ い

西　徳
のり

浩
ひろ

さん

議会情報は松本市公式 LINEでも

配信しています！

松本市公式 LINEを 「友だち登録」 し、 「受信設定」

をすると、 子育てやイベントなど、 希望の情報を受け

取ることができます。

本会議日程、 議会

だより発行などの

お知らせは、 「市政

参加」 を受信設定

すると届きます！

登録＆受信設定は
こちらから

昨年度までの松本城レーザーマッピングから、 今年度はプロジェクションマッピングへ。
バレンタインデーの 2 月14日まで開催中です。

昨年度までの松本城レーザーマッピングから、 今年度はプロジェクションマッピングへ。
バレンタインデーの 2 月14日まで開催中です。

c o n t e n t s

松本市広報 R5-20
12 月定例会についてお伝えします
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